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日本会計研究学会第79回大会 

開催にあたって

　日本会計研究学会会員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上

げます。

　さて、本年初頭から世界に拡大しました新型コロナウィルス（COVID-19）の影響は、

大学等研究機関における研究・教育活動に多大な影響を与えております。それは学会活動

におきましても例外ではありません。本年度の日本会計研究学会第79回大会は、北海道

大学と北星学園大学の共催により、北星学園大学を主たる開催場所として開催する予定と

し準備をして参りました。しかしながら、新型コロナウィルスの感染拡大により、大学

キャンパスを会場とした学会開催は困難な状況となり、理事会のご理解を得て、本大会は

WEB 開催とすることになりました。

　日本会計研究学会の WEB 開催は、いうまでもなく史上初めてのことであり、準備委員

会といたしましても、試行錯誤の中での開催準備となりました。このため、多くの点で至

らぬ点があるかと存じますが、平にご容赦願いたく存じます。また、特別委員会報告なら

びにスタディグループ報告、および予定しておりました一部の統一論題会場につきまして

は、現下の状況の中で予定通りの研究を進めることができないことから、来年度の第80

回大会において行われることとなりました。

　しかしながら、本年度の大会は、統一テーマ「会計思考の継承と発展」の下、統一論

題4会場、国際セッション、ASBJ セッション、そして多くの自由論題報告が予定されて

おります。異例の状況下にもかかわらず、大会の開催に至ることができましたのは、本大

会で組織されましたにプログラム委員会のご尽力に依るところが大きいと考えております。

委員長の佐藤信彦先生（熊本学園大学）をはじめとしたプログラム委員会の先生方には、

厚く御礼申し上げます。

　本大会の統一テーマは、本大会が四半世紀ぶりに北海道で開催されますことから、過去

を踏まえて新たな会計研究の道筋を見据える機会としたいという意識の下に設定されまし

た。会員の皆様と札幌の地でお目にかかることができませんことは、大変残念でございま

すが、大会では多彩な研究報告を踏まえた活発な議論が行われることと存じます。

　会員の皆様の多数のご参加をお待ちしております。

　最後になりましたが、本大会の開催にあたり多大なご支援とご協力をいただきました日

本会計研究学会会員、役員の先生方および関係者の皆様に、厚く御礼申し上げます。

第79回大会準備委員会

委員長　吉見 宏



プログラム委員会委員長　ご挨拶

　日本会計研究学会第79回大会プログラム委員会を代表し、委員長として、一言ご挨拶

を申し上げます。

　第79回大会の開催を北海道大学および北星学園大学にお引き受けいただくにあたり、

準備委員会からプログラム委員会の設置が要請されました。このプログラム委員会は、中

部大学が開催した第72回大会のときに平松一夫委員長の下に初めて設置されたものです

が、そのとき定められた内規に拠ると、委員長は理事の中から選出することになっている

ことから、徳賀会長の指名により、私が委員長を務めることとなりました。

　第72回大会の時も、2日目の豪雨により3日目以降の大会の継続が危ぶまれ、中止につ

いて検討するというアクシデントに見舞われましたが、第79回大会も、新型コロナウイ

ルスの感染拡大というアクシデントの影響で、当初に予定していたプログラムからは、さ

まざまな点で変更を余儀なくされました。懇親会の中止もその一つですが、何よりも、学

会としては当然のこととして受け止められていた一堂に会しての対面による意見交換等が

できなくなり、WEB 会議システムを利用したオンラインですべての会議や報告を実施せ

ざるをえなくなったことが、最大の変更点です。

　そのため、会員の皆様には、この変更に対応していただかなくてはならなくなり、特に、

統一論題の司会・座長や報告者、自由論題の司会や報告者などには、オンラインでの報告

や司会をお願いすることとなりました。そのため、大学図書館の一時閉鎖など、研究環境

が十分ではない状況で原稿をおまとめいただいたにもかかわらず、完成原稿をご提出いた

だいた自由論題の報告者から、ご報告を辞退される方が出てしまったことについて、衷心

よりお詫びしたいと存じます。

　とはいえ、現地まで移動することなく、研究室や自宅に居ながら会議や討論・質疑に参

加できることが今回の大会で証明できそうです。そうすると、学会運営の在り方なども、

これから変わっていくことが予想されます。学会運営や大会開催が、会員の皆様にとって

より参加しやすい効率的な在り方に変化する嚆矢に、この第79回大会がなることを期待

できるものと思料いたします。

　上述のとおり、さまざまな困難がプログラムの確定までにございましたが、幸いにも、プ

ログラム委員会委員として、有能かつ誠実な素晴らしい方々に就任していただき、そのご

協力を得ることができました。また、委員ではないにもかかわらず会議に参加していただ

きご協力くださった方々もいらっしゃいます。それらの皆様のお力添えをいただいたおかげ

で、なんとかプログラムを確定することができました。司会等をお引き受けいただいた方々

を含め、ご協力いただいたすべての方々に、この場を借りて感謝申し上げる次第です。

　末筆となり恐縮ですが、今回のプログラムが会員の皆様にとりまして有意義なものとな

ることを祈念いたしまして、プログラム委員会委員長としてのご挨拶とさせていただきます。

第79回大会プログラム委員会

委員長　佐藤 信彦
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第1日目 9月5日（土）

午前の部

9：00～14：40 国際セッション （第4会場）

9：00～10：00 自由論題報告Ⅰ （第1会場・第2会場・第3会場）

10：20～11：20 自由論題報告Ⅱ （第1会場・第2会場・第3会場）

11：40～12：40 自由論題報告Ⅲ （第1会場・第2会場・第3会場）

【昼食休憩】

午後の部

13：40～14：40 自由論題報告Ⅳ （第1会場・第2会場・第3会場）

15：00～16：30 統一論題報告・討論

統一論題報告Ⅰ （第1会場） 

「非財務情報と統合報告」� （八木 裕之 座長）
統一論題報告Ⅱ （第2会場）

「北海道から考える会計」� （戸田 龍介 座長）

大会全体スケジュール

※�自由論題報告、統一論題報告の報告資料はオンデマンド資料として事前に大会ウェブサイトで閲覧して
いただけます。当日は討論を中心に行いますので、参加者の皆様は事前に報告資料をご覧いただいて当
日の大会にご参加ください。（オンデマンド資料の閲覧方法については、参加登録システムに登録後、
改めてお知らせいたします。）

※�国際セッション、自由論題報告、統一論題報告は、すべてweb会議システムZoomにより実施いたし
ます。Zoomのミーティング IDなどは、後日お知らせいたします。
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第2日目 9月6日（日）

午前の部

9：00～10：00 自由論題報告Ⅴ （第1会場・第2会場・第3会場）

10：20～11：20 自由論題報告Ⅵ （第1会場・第2会場・第3会場）

11：40～12：40 自由論題報告Ⅶ （第1会場・第2会場・第3会場）

【昼食休憩】

午後の部

13：40～15：10 統一論題報告・討論

統一論題報告Ⅲ （第1会場） 

「基礎概念と会計思考の継承」� （梅原 秀継 座長）
統一論題報告Ⅳ （第2会場）

「人的資源の会計」� （中野 誠 座長）　

15：30～17：10 ASBJセッション （第3会場）

※�自由論題報告、統一論題報告の報告資料はオンデマンド資料として事前に大会ウェブサイトで閲覧して
いただけます。当日は討論を中心に行いますので、参加者の皆様は事前に報告資料をご覧いただいて当
日の大会にご参加ください。（オンデマンド資料の閲覧方法については、参加登録システムに登録後、
改めてお知らせいたします。）

※�自由論題報告、統一論題報告、ASBJセッションは、すべてweb会議システムZoomにより実施いた
します。Zoomのミーティング IDなどは、後日お知らせいたします。
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9月3日（木）

14：00～16：00 理 事 会

9月4日（金）

10：00～12：00 評議員会

13：00～14：30 会員総会

理事会・評議員会・会員総会等スケジュール

※�理事会、評議員会、会員総会は、すべてweb会議システムZoomにより実施いたします。Zoomのミー
ティング IDなどは、後日お知らせいたします。
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第1日目　9月5日（土）

国際セッション　9：00～14：40 第4会場

 （報告時間 各15分　質疑応答 各10分）

9：00 Opening

9：30 International Session Ⅰ
Chairperson：Shuto, A.（The University of Tokyo）

1.�Paper�presentation�from�TAA
Szu-Jung Wu（National Cheng Kung University） 
Co-author Chi-Chun Liu（National Taiwan University）

� “�Impact�of�the�2008�Financial�Crisis�and�Capital�Adequacy�on��
Banks’�Mortgage�Lending�Behavior”

Discussant from KAA：Choong-Yeul Yoo（KAIST）

2.�Paper�presentation�from�KAA
Choong-Yuel Yoo（KAIST） 
Co-author Seunghyun Cho（KAIST）, Jinhan Pae（Korea University）

� “�Brand�Royalty�Flows�within�Large�Business�Groups:�The�Effect�of�Holding�
Company�Structure�and�Monitoring�of�Related�Party�Transactions”

Discussant from JAA：Frendy（Nagoya University of Commerce and Business）

3.�Paper�presentation�from�JAA
Frendy （Nagoya University of Commerce and Business） 
Co-author Fumiko Takeda（The University of Tokyo）

� “�The�Effects�of�Client�Bargaining�Power�on�Audit�Pricing�in�Voluntary�and�
Involuntary�Audit�Switching�Environment”

Discussant from KAA：Sera Choi（Korea National Open University）

11：00 International Session Ⅱ
Chairperson：Sasaki, I.（Tohoku Gakuin University）

4.�Paper�presentation�from�KAA
Ji Seon Yoo（Hoseo University） 
Co-author Ye Ji Lee（University of Seoul）

� “Loss�Expectation�and�Income�Shifting”
Discussant from TAA：Szu-Jung Wu（National Cheng Kung University）

大会詳細スケジュール
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5.�Paper�presentation�from�KAA
Kyung-Tae Gong（Deng-Eui Universtiy） 
Co-author Il-Hang Shin（Gachon University）

� “�Opinion�Shopping,�Auditor�Change,�and�Firm�Valuation:��
New�Evidence�from�South�Korea”

Discussant from JAA：Yazawa, K.（Aoyama Gakuin University）

6.�Paper�presentation�from�KAA
Sera Choi（Korea National Open University） 
Co-author Iny Hwang（Seoul National University） 
Jin-Ha Park（Soongsil University）

� “Managerial�Ability�and�Asymmetric�SG&A�Cost�Behavior”
Discussant from TAA: Chien-Min Pan（National Chengchi University）

13：00～14：40 International Panel Session
Moderator：Noguchi, A.（Nagoya University）

Accounting�Education�with�and�after�COVID-19
Introduction：Tokuga, Y.（Kyoto University）

� “How�we�are�dealing�with�the�situation�in�Taiwan”�
Panelist from TAA：Chi-Chun Chou（ National Chengchi University and California State 

University, Monterey Bay）

� “How�we�are�dealing�with�the�situation�in�Korea”
Panelist from KAA：Tae-Young Paik（Sunkyunkwan University）

� “How�we�are�dealing�with�the�situation�in�Japan”�
Panelist from JAA：Murakami, Y.（Keio Business School）

� Panel�discussion�and�Q&A
“What kind of future are we heading for?” 
“What kind of change should we anticipate?”
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自由論題報告Ⅰ 第1会場～第3会場

　報告（1）　9：00～9：20

　報告（2）　9：20～9：40

　報告（3）　9：40～10：00

 （報告時間 各5分間　質疑応答 各15分）

第1会場
司会者：太田 浩司（関西大学）

（1）�リキャップCB実施のアナウンスメント効果
積 惟美（亜細亜大学） 
塚原 慎（帝京大学） 
寺嶋 康二（千葉商科大学）

（2）�アナリスト・レポート、株価、および名声追求
小谷 学（熊本学園大学）

（3）�期待倒産確率を考慮したインプライド自己資本コストの推定
竹原 均（早稲田大学）

第2会場
司会者：佐々木隆志（一橋大学）

（1）�混合測定における財務諸表の改善
陳 釗（九州大学）

（2）�資産除去債務会計における資産負債連携についての検討
生島 和樹（岩手県立大学）

（3）�財務諸表における事業活動と資金調達活動の区分
増村 紀子（兵庫県立大学）

第3会場
司会者：松尾 貴巳（神戸大学）

（1）�サービタイゼーションをふまえた管理会計の研究課題の検討
浅石 梨沙（一橋大学） 
片岡 洋人（明治大学）

（2）�非対称情報下における政府調達契約の設計
木村 太一（慶應義塾大学） 
森光 高大（西南学院大学）

（3）�地方政府における近視眼的予算設定の規定要因�
―非財務指標の重みと政治的予算循環の観点から―

黒木 淳（横浜市立大学）
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自由論題報告Ⅱ 第1会場～第3会場

　報告（1）　10：20～10：40

　報告（2）　10：40～11：00

　報告（3）　11：00～11：20

 （報告時間 各5分間　質疑応答 各15分）

第1会場
司会者：奥村 雅史（早稲田大学）

（1）�コストの下方硬直性に対する資本市場の評価
井上 謙仁（近畿大学） 
北田 智久（近畿大学） 
濵村 純平（桃山学院大学）

（2）�条件付保守主義の尺度に関する3つのバイアス
山下 知晃（福井県立大学）

（3）�業績予想の予測誤差に対して実績利益の品質が与える影響
伊藤 正隆（京都産業大学） 
岡部 孝好（神戸大学・名誉教授）

第2会場
司会者：鈴木 一水（神戸大学）

（1）�役員報酬におけるディスクロージャーの有用性
原 郁代（公認会計士）

（2）�交際費等損金不算入制度改正の影響
高橋 隆幸（横浜市立大学） 
野間 幹晴（一橋大学） 
佐藤 弘庸（KPMG税理士法人）

（3）�ストック・オプションに係る条件変更の会計処理
山下 克之（追手門学院大学）

第3会場
司会者：清水 信匡（早稲田大学）

（1）�中小企業における資本予算の採用要因とその経済的帰結
牧野 功樹（釧路短期大学）

（2）�包括的成長戦略のためのBSCの適用可能性
金藤 正直（法政大学） 
岡 照二（関西大学）
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（3）�ライフサイクル・コスティングの展開�
―運用コストおよび支援コストを対象とするShould�Cost�Management 中心として―

岡野 憲治（松山大学・名誉教授）

自由論題報告Ⅲ 第1会場～第3会場

　報告（1）　11：40～12：00

　報告（2）　12：00～12：20

　報告（3）　12：20～12：40

 （報告時間 各5分間　質疑応答 各15分）

第1会場
司会者：向 伊知郎（愛知学院大学）

（1）�電炉メーカーの財務分析�
―わが国鉄鋼業の斜陽化は免れないか―

長田 芙悠子（中央学院大学）

（2）�組織再編成功企業の財務特性�
―のれんと財務特性に着目した実証分析―

奥原 貴士（四日市大学）

（3）�経営者予想とのれん計上における予測能力
奈良 沙織（明治大学） 
野間 幹晴（一橋大学）

第2会場
司会者：原 俊雄（横浜国立大学）

（1）�分散型台帳技術の企業会計への適用に関する検討
板橋 雄大（東京経済大学） 
ガルシア クレマンス（学習院大学）

（2）�戦時期の満洲における製紙業の減価償却�
―鴨緑江製紙・六合製紙・安東造紙を事例に―

山下 修平（秀明大学）

（3）�行列簿記の意義と変遷　�
―スプレッドシートの揺籃期に焦点をあてて―

礒本 光広（長崎ウエスレヤン大学）
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第3会場
司会者：新江 孝（日本大学）

（1）�組織内および組織間コントロールの二重構造
大浦 啓輔（立命館大学）

（2）�決算早期化が財務業績へ与える影響に関する実証研究
安酸 建二（近畿大学）

（3）�現代フランスコントロール論の系譜：パラドックス、ビジネスモデル、共創戦略
大下 丈平（九州大学・名誉教授）

自由論題報告Ⅳ 第1会場～第3会場

　報告（1）　13：40～14：00

　報告（2）　14：00～14：20

　報告（3）　14：20～14：40

 （報告時間 各5分間　質疑応答 各15分）

第1会場
司会者：首藤 昭信（東京大学）

（1）�有価証券報告書における定性的情報の硬直性・特定性・比較可能性の�
決定要因に関する実証研究

中島 隆広（神戸大学・院生会員）

（2）�テキストマイニングを用いた我が国有価証券報告書の記述情報の分析
矢澤 憲一（青山学院大学） 
伊藤 健顕（甲南大学） 
金 鉉玉（東京経済大学）

（3）�SNSによるディスクロージャーに関する実証分析
中野 貴之（法政大学） 
湯浅 大地（株式会社ビジネスサポート）

第2会場
司会者：上野 雄史（静岡県立大学）

（1）�日本における生命保険会社のエンベディッド・バリューの有効性について
栁田 宗彦（イオン・アリアンツ生命保険株式会社）

（2）�The�value�relevance�of�premium�reserves：�Evidence�from�Japanese�insurance�
companies

川﨑 芙有（高千穂大学）
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第3会場
司会者：松本 敏史（早稲田大学）

（1）�SCCCによる企業分析と海外企業との比較検討
岸田 賢次（名古屋学院大学）

司会者：工藤 栄一郎（西南学院大学）

（2）�Survey�Research�on�Factors�that�Affect�Performance�in�Introductory�
Accounting：Evidence�from�Japan

高橋 円香（文京学院大学） 
中島 真澄（文京学院大学）

統一論題報告・討論　15：00～16：30 第1会場・第2会場

統一論題全体テーマ�

『会計思考の継承と発展』
　　 座長解題 
第1報告 
第2報告 
第3報告

第1会場　　統一論題報告Ⅰ

「非財務情報と統合報告」
座長： 八木 裕之（横浜国立大学）
報告： 小西 範幸（青山学院大学）

「�非財務情報の開示と統合報告�
―ステークホルダーと企業家機能の観点から―」

 大鹿 智基（早稲田大学）

「�統合報告における開示項目の検討�
―実証分析からのアプローチ―」

 水口 剛（高崎経済大学）

「ESG投資の進化と統合報告」
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第2会場　　統一論題報告Ⅱ

「北海道から考える会計」
座長： 戸田 龍介（神奈川大学）

「座長解題：継承・発展すべき会計思考について」
報告： 大森 明（横浜国立大学）

「�北海道から考える自然資本会計�
―国立公園のマネジメントを題材に―」

 丸山 佳久（中央大学）

「北海道から考える森林と地域の会計」

 石川 恵子（日本大学）

「�北海道から考える地方自治体のサステナビリティ�
―人手不足に対応したマネジメント―」
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第2日目　9月6日（日）

自由論題報告Ⅴ 第1会場～第3会場

　報告（1）　9：00～9：20

　報告（2）　9：20～9：40

　報告（3）　9：40～10：00

 （報告時間 各5分間　質疑応答 各15分）

第1会場
司会者：榎本 正博（神戸大学）

（1）�Power�Needs�Knowledge：�CEO�Background�and�Goodwill�Impairment
Junjian Gu（University of Tsukuba） 
Chao Chen（Fudan University） 
Gerald J. Lobo（University of Houston）

（2）�What�are�the�factors�affecting�earnings�management�to�misrepresent�earnings�
for�public�firms�in�Japan?�
Through�a�covariance�structure�analysis

中島 真澄（文京学院大学）

（3）�CEOのネットワーク中心性とのれんの減損計上
田中 美樹（一橋大学・院生会員） 
野間 幹晴（一橋大学）

第2会場
司会者：大塚 成男（千葉大学）

（1）�非営利組織の理事会とパフォーマンスにかんする実証研究�
―公益法人を対象とした分析―

夏吉 裕貴（横浜市立大学・院生会員）

（2）�わが国における公会計財務諸表情報と地方債スプレッドとの関連性
原口 健太郎（西南学院大学） 
丹波 靖博（西南学院大学）

（3）�An�Analysis�of�Comments�for�the�Accounting�Standard�Update�for�Revenue�
Recognition�in�Not-for-Profit�Entities（Topic�958）

榎本 芳人（全国健康保険協会）

― 13 ―



第3会場
司会者：小松 義明（大東文化大学）

（1）�「会計監査人の公務員化」の困難性�
―公務員の責任追及事例を手がかりとして―

安達 巧（県立広島大学）

（2）�意見不表明と監査上の主要な検討事項
山本 貴啓（立正大学）

（3）�書面添付制度の監査保証論に基づいた考察
越智 信仁（尚美学園大学）

自由論題報告Ⅵ 第1会場～第3会場

　報告（1）　10：20～10：40

　報告（2）　10：40～11：00

　報告（3）　11：00～11：20

 （報告時間 各5分間　質疑応答 各15分）

第1会場
司会者：海老原 崇（武蔵大学）

（1）�金融機関のベンチマーク達成を目的とした利益調整行動
深谷 優介（神戸大学・院生会員）

（2）�不正会計の開示による利益マネジメントの変化に関する実証分析
尾関 規正（東北大学）

（3）�減配と報告利益管理行動に関する実証分析
市原 啓善（小樽商科大学）

第2会場
司会者：米山 正樹（東京大学）

（1）�IFRS第9号におけるビジネスモデル概念の役割�
―�歴史的原価会計及び公正価値会計との関連性を巡って―

首藤 洋志（文教大学）

（2）�制度のブリコラージュ�
―会計基準が作られているとき―

真田 正次（京都橘大学）

（3）�会計基準のグローバリゼーションに関する分析モデルの構築
井上 定子（兵庫県立大学）
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第3会場
司会者：椎葉 淳（大阪大学）

（1）�日本企業における業績管理の変容：�
過去10年の実態調査データに基づく経時的分析

桝谷 奎太（高千穂大学） 
岩澤 佳太（慶應義塾大学・院生会員） 
吉田 栄介（慶應義塾大学）

（2）�管理会計研究のための組織ライフサイクルモデルの実証的検討
森 浩気（千葉商科大学） 
吉田 栄介（慶應義塾大学） 
徐 智銘（Shanghai Zhongde Institute of Quality Technology）

（3）�伝統的な業績管理会計は利益率の分散制御効果を有するのか？
尻無濱 芳崇（神奈川大学） 
小池 由美香（筑波大学・院生） 
地多 祐介（筑波大学・院生） 
岡田 幸彦（筑波大学）

自由論題報告Ⅶ 第1会場～第3会場

　報告（1）　11：40～12：00

　報告（2）　12：00～12：20

　報告（3）　12：20～12：40

 （報告時間 各5分間　質疑応答 各15分）

第1会場
司会者：佐久間 義浩（東北学院大学）

（1）�内部監査部門の規模が監査報酬へ与える影響
湯下 薫（神戸大学・院生会員）

（2）�買収防衛策が企業投資に与える影響
太田 裕貴（静岡産業大学）

第2会場
司会者：山地 範明（関西学院大学）

（1）�新収益認識基準が企業の会計実務に及ぼす影響：�
上場企業へのアンケート調査に基づいて

塚原 慎（帝京大学） 
中村 亮介（筑波大学） 
小澤 康裕（立教大学）
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（2）�会計主体論と連結基礎概念の関係の再検討
山下 奨（武蔵大学）

（3）�佐藤倫正によるRobert�Anthonyの継承と「authoritative�support」の機能
竹森 一正（中部大学 名誉教授）

第3会場
司会者：伊藤 克容（成蹊大学）

（1）�ファミリービジネスにおけるマネジメント・コントロール・システムの整備�
―�企業家精神の発揚と経営管理の公式化：株式会社奄美大島開運酒造の�

事例をもとに―
飛田 努（福岡大学）

（2）�中小企業におけるBCPとMCSの関係�
―熊本の中小企業の事例―

望月 信幸（熊本県立大学） 
吉川 晃史（関西学院大学） 
木村 眞実（東京都市大学） 
工藤 栄一郎（西南学院大学）

（3）�わが国マネジメント・コントロールにおける経営企画部門の実態
横田 絵理（慶應義塾大学） 
鬼塚 雄大（明海大学）
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統一論題報告・討論　13：40～15：10 第1会場・第2会場

統一論題全体テーマ�

『会計思考の継承と発展』
　　 座長解題 
第1報告 
第2報告 
第3報告

第1会場　　統一論題報告Ⅲ

「基礎概念と会計思考の継承」
座長： 梅原 秀継（明治大学）
報告： 大雄 智（横浜国立大学）

「�会計情報の信頼性�
―価値の見積りと原価の配分―」

 村宮 克彦（大阪大学）

「財務報告の目的と会計原則」

 福川 裕徳（一橋大学）

「会計における不確実性と監査機能の変容」

第2会場　　統一論題報告Ⅳ

「人的資源の会計」
座長： 中野 誠（一橋大学）
報告： 島永 和幸（神戸学院大学）

「�人的資本の会計�
―財務報告の視点から―」

 内山 哲彦（千葉大学）

「�財務・非財務尺度による人的資産にかかわる測定・管理と価値創造」

 ⻆田 幸太郎（熊本学園大学）

「英国プロサッカークラブにおける人的資源の財務と管理の事例分析」

ASBJセッション　15：30～17：10 第3会場

「新型コロナウイルス感染症の拡大による会計基準への影響」
小賀坂 敦（企業会計基準委員会 委員長） 
川西 安喜（企業会計基準委員会 副委員長）
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日本会計研究学会第79回大会準備委員会

　委 員 長 吉見　宏（北海道大学）

　委　　員  大原 昌明　　松本 康一郞（北星学園大学） 
 米山 祐司　　久保 淳司 
春日部 光紀　櫻田 譲 
篠田 朝也　　岡野 泰樹（北海道大学） 
檜山 純（札幌学院大学） 
吉見 明希（北海道情報大学）



日 本 会 計 研 究 学 会
第79回大会準備委員会

〒060-0809 札幌市北区北9条西7丁目
北海道大学大学院経済学研究院  吉見宏研究室気付

E-mail : jaa2020sapporo@gmail.com
http://jaa2020.net/
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